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                             令和３年１１月２２日 

                            上田バス株式会社   

 

路線バス「上田草津線（特急湯畑号）」の運行ルートの変更について 

 

１ バス路線の新設について 

（１）運行系統                      【その他資料２－２】  

 ・３８－００２、３８－００３ 上田草津線（特急湯畑号） 

 ・令和元年東日本台風で被災した国道 144 号線「鳴岩橋」の復旧工事を進めているため、

迂回系統（38-002、38-003）により運行中 

（２）起点、終点 

 ・起点：長野県上田市…上田駅お城口３番停留所 

 ・終点：群馬県草津町…草津温泉ホテル櫻井  

（３）運行開始日 

 ・令和２年１２月１日 

（４）新設理由 

 ①高速バス「渋谷草津線」の充実による首都圏からの観光誘客の強化 

 ・従来、高速バス「渋谷草津線」の運行により、首都圏から長野県軽井沢町、群馬県草津町な

どへの観光誘客に寄与している。 

 ・「渋谷草津線」の季節便を追加するとともに、路線バス「上田草津線」を新設することより、

年間３２８万人（2019 年）の観光客数を誇る草津温泉、及び古くから上田市民にも親しま

れてきている新鹿沢温泉への誘客に寄与するものである。 

 ②「上田草津線」の新設による地域住民の生活利便性の向上 

 ・「上田草津線」の新設により、上田地域定住自立圏（上田市・嬬恋村）における連携の視点

からも、地域の生活交通路線として、地域住民の生活利便性の向上に寄与するものである。 

 ③関西圏・北陸圏～上田市・嬬恋村・草津町～首都圏の新たなアクセス機能による交流人口の

増大 

 ・北陸新幹線上田駅を発着地とする「上田草津線」を新設することにより、関西圏・北陸圏と、

上田市・嬬恋村・草津町、そして首都圏とが機能的に結ばれ、真田氏ゆかりの地域における

交流人口の増大に寄与するものである。 

 

２ 運行系統の変更 

（１）運行系統                      【その他資料２－３】  

 ・３８－００１ ※ただし、仮設置の鳴岩橋を経由するルートとして 

 

３ 運行系統の変更予定日 

 ・令和４年●●月●●日（●曜日） 

 ・道路運送法第 15 条の 3の規定により、法手続き期間の短縮のため、協議会での審議を

経る場合は、実施日の３０日前まで所管の運輸局に申請する必要があるため 
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４ 変更理由 

 ・現在、国道 144 号線「鳴岩橋」の復旧工事のため、迂回ルート（38-002、38-003）で運

行中であるが、運行の効率化のため、仮設置の鳴岩橋を経由するルート（38-001）を本

線ルートとして新設するもの 

 ・なお、冬季の積雪事情なども踏まえて、引き続き、運行系統 38-002、38-003 も存続 

 ・また、仮設置の「鳴岩橋」の本復旧が完了した際には、再度、運行ルート変更の協議を

行う。 

 

５ 法手続きの手順 

（１）路線新設の際の協議会（令和２年度） 

 ①令和２年１０月１６日付、通知日 

 ・上田市公共交通活性化協議会（群馬県嬬恋村及び草津町含む）の開催通知（書面） 

 ②令和２年１０月２３日付、協議日 

 ・上田市公共交通活性化協議会（書面協議） 

 ③令和２年１０月２６日付、申請日 

 ・上田市公共交通活性化協議会長名の協議証明書を付して、上田バスから関東運輸局群馬

運輸支局に申請 

 

（２）運行ルート変更の際の協議会（令和３年度） 

 ①令和３年１１月２２日、説明日 

 ・上田市公共交通活性化協議会で、今後の運行ルート変更協議の方向性を説明 

 ②令和３年１２月●●日、協議日 

 ・上田市公共交通活性化協議会（嬬恋村及び草津町を含む）委員への書面協議 

 ③令和３年１２月●●日、申請日 

 ・道路運送法第 15 条の 3の規定により、法手続き期間の短縮のため、協議会での審議を

経る場合は、実施日の３０日前まで所管の運輸局に申請する必要があるため 

 ④令和４年●●月●●日、実施日 

 ・運行系統 38-001 の運行開始日 

 



上田草津線（特急湯畑号）路線図

新鹿沢温泉バス停

万座・新鹿沢口駅バス停

草津温泉ホテル櫻井バス停

草津バスターミナルバス停

上田方面

菅平方面

迂回系統38-003

パノラマ北ルート

迂回系統38-002

パノラマ南ルート

通常ルート（本線38-001）
※点線箇所は、令和元年の台風19号災害により通行止めであったが、仮橋による

迂回路へ交通の切り替えが実施されている

鳴岩橋は当初、令和3年12月に開通予定だったが、工事が大幅に遅れている状況

にあるため、仮橋を経由するルートで本線（38-001）として申請する

なお、道路（鳴岩橋）の本復旧次第、本線（38-001）の変更申請を行う

・少し下った「鹿の湯つちや」旅館様の

前にバス停設置（村営福祉バスのバス停

と同じ箇所）

既認可路線
※路線バス真田（渋沢）線で認可済み

R2.12月 新規認可取得路線
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鳴岩橋



令和３年１０月７日 国道１４４号鳴岩橋の復旧工事作業状況

位置図

至：長野原町

至：長井川原地区

写真①②

施工状況① 施工状況②

台風１９号により被災した国道１４４号鳴岩橋の復旧工事の作業状況について、お知ら
せします。
１０月７日現在、本線A2橋台基礎の工事を進めています。
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